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一般質問通告書 
通告順番 １ 番 

通告者  時松 智弘 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 新たに公表したハザードマ

ップで判明した浸水想定地

域への対応は 

 

 

 

 

２ 南海トラフ巨大地震及び阿

蘇山大規模噴火災害時の避

難者受け入れは 

 

 

 

 

３ 防災士アドバイザーの活用

と地区防災計画の整備、熊

本地震の経験の伝承、後世

に伝えるための取り組みは 

（１）新たに公表したハザードマップにて北小校区の浸水想定が大幅に変わり２ｍ

未満の浸水範囲が増加している。浚渫・河川改良等の対策は。 

（２）北小学校は東小学校と違い狭隘な地形にあり、記録的短期間大雨による避難が

困難な公共施設と考える。子供の安全を考慮し、移転や集約は考えないか。 

（３）町防災計画へ調査結果の内容反映は出来ているか。 

 

 

（１）南海トラフ巨大地震への対応として広域避難が推奨されていると思うが他

県、他市町村との連携はどのようになっているか。 

（２）町の避難所は火山災害の避難所に指定されていないが指定する考えはない

か。また火山災害時の広域避難についても連携はできているか。 

（３）町防災計画への上記２点を踏まえた検証と反映は。 

 

 

（１）熊本県防災士アドバイザー制度を活用し、各行政区の地区防災計画の完備と

計画の深化検証は出来ないか。 

（２）熊本地震の経験を後世に伝える取り組みの現状は。コミュニティ全体が学習

する仕組みを構築できないか。また学校などで防災教育推進のために防災士

を活用できないか。 

町  長 

 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

 

町  長 

教 育 長 
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一般質問通告書 
通告順番 ２ 番 

通告者  豊瀨 和久 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 通学路の安全対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 土地区画整理事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会・学校、防災交通課、建設課、警察、県などの関係機関が実施している合

同点検で判明した危険箇所に対する交通安全プログラムに基づいた安全対策の実施

状況について問う。 

（１）安全対策要望箇所数と、教育委員会・学校、防災交通課・建設課、警察、県ご

との点検状況及び対策の実施数。 

（２）未解決な状態の危険箇所への点検結果や今後の対応及び保護者等との連絡会

議等を通じた情報共有のあり方。 

（３）国交省が実施している通学路での安全対策費用を国費で補助する「個別補助

制度」の活用状況。 

 

３月定例会で行った土地区画整理事業についての質問に対して、「区画整理事業は、 

まちづくりを行う上では適正事業であるとの認識を示された上で、今後のまちづく 

りの計画の中で、道路や公園などの公共施設の総合的な整備を行っていく必要があ 

り、土地区画整理事業や市街地再開発事業で行うのか。 

美咲野団地のような民間の開発を、道路や、下水等の整備により誘導したほうがいい 

のか、様々な事業を調査研究していく必要があり、事業を実施することでさらなるま 

ちの賑わいがつながるよう検討を進めたい。」と答弁をされました。 

 また、デメリットとして、事業決定から事業の完了まで１５年から２０年と期間が 

長くかかるとも言われた。 

（１）現状のまま人口増加や、企業誘致が進めば住環境の悪化が避けられないため、

どのような手法で人口増加に対応した快適で安全な居住環境を整備するのか

早急に結論を出して、一日も早く快適な居住環境を提供するべきだと思うが

どのように考えているのか。 

（２）土地区画整理事業は投資額（事業費）に対して、整備された宅地に住宅建築を

呼び込むなどの経済波及効果が大きいと思うがどのように考えるのか。 

 

町  長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 ２ 番 

通告者  豊瀨 和久 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

３ 小中学校体育館へのエア

コン設置について 

 

 

 

 

 

４ 健康維持者を増加させる

取り組みについて 

 

 

 

 

 

 

 

５ 自転車用ヘルメット購入

費用への補助について 

文部科学省は今年度、公立小中学校の体育館にエアコンを設置する自治体への国庫

補助率を３分の１から２分の１に引き上げた。 

 小中学校の体育館にエアコンを設置する取り組みは、授業時の猛暑による熱中症対

策のみならずなら、災害時に避難所として使用する際の環境改善の効果も見込まれる。 

 ２０２５年度まで続けられる見通しである国庫補助率引き上げを好機と捉え小中学

校の体育館にエアコンの設置を計画的に進めるべきではないか。 

 

 高齢者が積極的に温泉やジムなどを活用したり、ヨガなどの公民館講座を受講する

ことは、日常の健康管理に大変良い効果があると思われる。 

 その結果として健康維持者が増加することは、介護や医療にかかる町の費用を削減

し、事業の健全な運営を図るためにも重要な取り組みではないか。 

（１）本町の高齢者が、いつまでも元気であり続けられるように、温泉やジムの利用

料割引などを行うべきではないか。 

（２）ヨガなど健康維持につながる公民館講座を増やすなど、町としても積極的な支

援を行うべきではないか。 

 

４月１日より、道路交通法の改正によって自転車を運転するすべての人のヘルメッ

ト着用が努力義務となった。 

 自転車事故で亡くなられた方の多くが頭部に致命傷を負っており、ヘルメット着用

は事故時の負傷の程度を軽減するとともに、安全運転の意識向上にも資するものであ

る。 

 しかしながら、法改正から約２か月半が経過してもヘルメットの着用率は低い状況

にあり、その要因の一つがヘルメット購入のための経済的負担とも考えられる。 

 そこで、自転車用ヘルメットの購入補助の制度を早急に創設するべきではないか。 

町  長 

 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 ３ 番 

通告者  田代 元気 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 工業団地整備と周辺地域 

  の問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 活気とにぎわいを生む仕

組みづくりについて 

（１）現在建設中のＪＡＳＭは令和６年１２月に出荷が始まる予定とされている中、

本町が計画する工業団地は令和９年度の分譲開始を目指すとあるが、完売でき

る見込みはあるのか。 

（２）予定地周辺の農地等が高額で売買されている現状の中、計画している事業費で

整備が可能なのか。 

（３）今回の予定地及び周辺には甘藷や牧草畑が広がっているが、農家への補償や対

応はどのように考えているのか。 

（４）周辺地域の渋滞対策や通学路の安全対策はどのように考えているのか。 

 

 

（１）町長の公約にアウトレットモールを誘致しようとあるが、その状況は。 

（２）運動公園周辺の活性化について、具体的にどのような考えで進めたいと考えて

いるのか。 

町  長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 ４ 番 

通告者  山本 富二夫 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 大津中心部の朝夕の酷い

交通渋滞の解消をどう考

えているのか 

 

 

 

 

２ 地域駆除隊の活動は、年間

を通して活動できるよう

にするべきだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 岩坂区・中島区などの白川

左岸地域は水害被害常習

地域であるが、安全に移動

する高遊原地区の高台へ

の道路がないので、早期の

避難道路新設をするべき

だ 

町長の１０１の具体策の中で、５４の生活道路の渋滞緩和と５２の南北縦断道路の新

設を謳われているが、大津中心部の大渋滞について、どう解決を目指すのか。 

（１）町中心部の生活道路の渋滞緩和策について 

（２）大津町を南北に縦断する道路の新設予定地域を聞きたい 

（３）南北線２路線について提案したい（資料－１） 

 

 

２０２２年７月から２０２３年３月３１日までで、地域駆除隊の活動が終わった後

４月１５日、１６日の２日間で、資料－２の通りのイノシシののり面の被害状況であ

る、５００ｍ以内にも３基の箱罠を設置しているが、餌をやり捕獲をしている時には、

イノシシも怖がり寄り付かない状態が箱罠を４月１日に閉鎖したら資料－２の被害で

ある。 

麦作農家の畑にはイノシシが入り荒らしまわるし、からいも農家も植え付けが終わ

った後にからいも畑に入り、ほじくり返す被害が見受けられる。 

農家の被害を防ぐために、１年間を通しての地域駆除隊の活動を認める考えはある

かを聞きたい。 

 

 

 国の国土強靭化地域計画に基づき実施される、国士交通省の交付金事業の社会資本

整備総合交付金を活用して早期道路整備をすべきだ。 

町  長 

 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 ５ 番 

通告者  山部 良二 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 地域公共交通について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 三吉原北出口線道路補修

について 

 

 

 

 

ＴＳＭＣの進出により今以上に渋滞が見込まれるが道路整備には、時間がかかるこ

とから車を使わず、駅を結節点としたバスや鉄道の利用を促進しなければならない。

以上を踏まえた３点お伺いします。 

（１）大津町と菊陽町等の市街地とセミコンテクノパークを結ぶ無料の通勤バスを新

たに５つのルートで４８便運行するとあるが、具体的なルートはわかっている

のか。 

（２）大津町でも、パークアンドライドの取り組みを行うと聞いているが、実際駐車

場の確保は進んでいるのか。 

（３）巡回バスの試験運行が始まると思うが、通勤・通学に使えるような制度設計が

必要ではないか。 

 

 昨今の交通量の増加により、地域住民は渋滞はもちろん振動や騒音に悩まされてお

り、振動により外壁にひび割れのある住宅もある。１０トンダンプが道路に及ぼす衝

撃は普通車の１０万台以上に相当すると言われており、早急に国道並みの道路補修や

薬液注入工法等の地盤改良工事が必要ではないか。 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 ５ 番 

通告者  山部 良二 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

３ 「誰１人取り残さないまち

づくり」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ シビックプライドの醸成

について 

 ２０２４年４月１日に改正障害者差別解消法が施行され、民間事業者の合理的配慮

の提供が法的義務化されます。合理的配慮は、社会的障壁によって生まれた機会の不

平等を正すものであり、障害者自身が努力・工夫すべき事でも、事業者が思いやりで

やることでもなく、今後、事業者の義務になる。以上踏まえれば、本町でも障がいの

有無や国籍・年齢・性別などに関係なく違いを認め合い共生していく社会を築く必要

があるのではないか、町長の見解を問う。 

（１）障害のある人もない人も、共に安心して暮らせる共生のまちづくりを推進して

いくため、商業者や地域の団体が障害のある人に必要な合理的配慮をていきょ

うするためにかかる費用を助成するべきではないか 

（２）「障害者に対する合理的配慮」「インクルーシブ教育の推進」「障害者の参画の

促進」「手話言語・障害者コミュニケーション条例」等を合わせた「インクルー

シブ条例」が必要だと思うが、町長の見解を問う。 

 

シビックプライドとは、「町に対する誇り、愛着及び共感を持ち」町のために自ら関わ 

っていこうとする気持ちを醸成することであり、単に「町に対する誇り、愛着及び共 

感」だけではなく、町民の当事者意識を高め、また大津町と関わりのあるみんなのシ 

ビックプライドを高める取り組みである。町長も度々シビックプライドの醸成という 

言葉を使っており、本町でも「大津シビックプライド条例」を制定する必要があると 

思うが町長の見解を問う。 

町  長 

教 育 長 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 ６ 番 

通告者  荒木 俊彦 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 半導体新工場（ＴＳＭＣ）

等の地下水取水の心配と

対策準備、チェック体制は

万全か 

 

 

 

 

 

 

２ 産業道路、大津・菊陽・合

志市の産業道路を国・県に

要求するべきではないか。 

ＴＳＭＣと関連企業進出などで、不動産業や建設関連で沸き立っているが、大津町 

民、熊本県民のいのちの水・宝の水である地下水の水位低下、枯渇も心配される。 

 ＴＳＭＣ１社で、１日１２０００㎥を取水する計画と聞いている。 

 現在、町内の地下水くみ上げの現状は、把握されているか。また情報公開が不十分 

ではないか。ＴＳＭＣ以外にも、地下水利用の計画があるのではないか。 

 熊本県の地下水観測井戸の水位の変化は公表されているが、大津菊陽の水道井戸の 

水位について情報が見当たらない。 

 地下水は、全町民・県民の財産であり命の水である。大津菊陽水道企業団とも連携 

して、万全なチェック体制が求めらていると思うが現状の備えはどうか。 

 

 

 国策で建設されているＴＳＭＣ工場が稼働すれば菊陽町、合志市は大津町以上に渋

滞が激しくなる。合志市では熊本電鉄延伸の提案も出ている。大津町としては、菊陽・

合志市と連携して工業団地北側に東西の産業道路を国・県に求めるべきではないか。 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 ７ 番 

通告者  坂本 典光 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 高齢者の社会参加と老人

会（シルバークラブ）の活

性化 

 

 

 

 

 

 

２ 日吉神社と大松山のトイ

レの件 

 

 

３ 町が管理する公園等のト

イレの清掃について 

 
 

 

４ 大津町体育施設等の指定

管理契約における契約担

当者の行政経験について 

人間は毎日を楽しく生きていくには生き甲斐が大事である。 

高齢になるほど社会から隔離されがちである。高齢者はいままでの経験を活かしなが

ら同年代の仲間と一緒になって社会で活躍・貢献するべきではないだろうか。町はそ

のような人たちに意見を聞き、仕事を依頼すれば町の活性化にもつながるし高齢者の

社会への参加、生き甲斐につながるのではないか。 

具体的に高齢者の集まりは老人会（シルバークラブ）になろうかと思うが現在の老人

会は大林老人会や灰塚長寿会など農村部の集落を核とした団体が主である。地域性の

解釈を拡大して希望する人がだれでも気楽に参加できる会になるように町で指導する

べきではないだろうか。 

 

先日“つつじ祭り”が開催されたが、久しぶりに本町通りに大勢の人が繰り出した。

現在の“つつじ祭り”は昭和園中心であるが、日吉神社と大松山のつつじもきれいで

あった。その日吉神社と大松山のトイレは汲み取り式でおそまつである。常時使うと

は言えないが今後、本町に多くの外国人が来られると思う。恥ずかしくはないか。 

 

５月の連休中であったと思うが中央公園のトイレがひどく汚れいていたということを

耳にした。公園のトイレの清掃は委託契約した業者が定期的に実施していると記憶し

ているが突発的にひどい汚れが生じたときの対応はどうなっているか。特に利用者が

多い中央公園、かぶとむし公園など 

 

職員のミスにより多額の損失をだしてしまった。 

本来このような多額で初めての契約は民法や町の行政、会計システム等に精通した職

員が交渉、契約すべきではないか。仕事における適材適所は重要である。 

町  長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 ８ 番 

通告者  大村 裕一郎 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

 

１ こどもたちの飲む牛乳を

守るための物価高騰対策

について 

 

 

 

 

 

 

２ 持続的な農業の実現のた

めのスマート農業の推進

について 

 

 

 

 

 

 

 

 畜産におけるエサ代の高止まりが続いており、国においても配合飼料価格高騰緊急

特別対策や国産粗飼料利用拡大緊急酪農対策などの対策が行われているが、依然とし

てエサ代が下がる見込みもなく、畜産農家は非常に疲弊してきている。 

 そういった中で、廃業される方も出てきているような状況にあり、生産団体県酪連

の方からはこのまま廃業する方が増えれば牛乳を届けられなくなるとの声も聞こえて

きているような状況である。 

 上記を踏まえて、町として何か対策が必要ではないかと考えるが町長の考えを問

う。 
 

 

 海外の情勢悪化を背景に食料安全保障の問題がＧ７広島サミットの主要議題の一つ

となりサミット期間中において発表された首脳宣言では「強靭で持続可能な農業と食

料システムの確立が急務」と提起されていた。 

 これは国での話ではあるが、町内においても現実的に耕作放棄地の増大や農業従事

者の高齢化、農業における働き手の減少など「持続的な農業の実現」に暗雲を落とす

ような問題がでてきている。 

 これらを解決するためには、スマート農業の推進が有効ではないかと考えるが、ま

ずはスマート農業に詳しい大津町職員の育成や雇用に取り組む考えはないか問う。 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 ８ 番 

通告者  大村 裕一郎 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

３ Chat GPT の利用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 農業を教える大学との連

携について 

 対話型人工知能（AI）Chat GPT は文章の校正や添削からプログラミングまでできる

非常に便利な道具であり、業務効率化の観点においては非常に効果を発揮するもので

はないかと考えられる。 

 総務省においてはいち早く試験的な利用が進めており、インターネットが登場した

時のような革新的な変化がおきるのではないかと期待されている。 

しかし、一部自治体では情報セキュリティーの問題や AI 側から提示された情報の

正確性か疑問視され使用禁止や一部使用禁止になるなど利用の可否が分かれている

ような状態にあるのも事実なため、大津町役場においては使用をするのかしないのか

を問う。 

また、学校においても子どもたちがタブレットやパソコンに触れる機会が増えてい

る中で、Chat GPT をどういった形で取り扱うのか問う。 

 

 

 大津町の近辺で農業を教える大学は熊本県立農業大学校と東海大学臨空キャンパス

があり、令和３年度には農業大学校の学生が農協を通じて地域の農家に研修にも来る

などされていた。 

そして、研修では学生にとって作業を通じて農業を学ぶ良い機会である上に、研修を

受け入れた農家側も非常に良く作業をしてくれると好印象を持たれている。 

 町としてこういった研修を、農業大学校はもちろんのこと東海大学臨空キャンパス

にも波及させ、農業の発展に寄与すべきではないかと考えるが町長の考えを問う。 

 

町  長 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 ９ 番 

通告者  三宮 美香 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 渋滞緩和に向けて町とし

ての対応は 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 外国人も住みやすい大津

町に向けての考え 

 町内の渋滞、特に朝夕の通勤時間帯の渋滞については、ＴＳＭＣの稼働に伴う交通

量の増加で益々ひどくなることを町民が心配している。これまでも同僚議員が質問し

ており、振興総合計画・都市計画だけでなく昨今の町の状況から、現状の交通量調査

など行い町道整備計画を策定するとの回答だった。 

 朝の通勤時間帯の道路状況を見ていると右折信号が設置されているにも関わらず１

～２台しか通過できない交差点がある。右折車両が曲がりきれずに残ってしまい、そ

れが常態化して渋滞の原因の一つとなっているのではないか。 

 整備計画の策定も必要だが、もっと柔軟でスピード感のある対応をするべきではな

いか。 

 

 大津町に住む外国人の数がＴＳＭＣ稼働に向け増えてきていると感じる。 

昨年度の同僚議員の「外国人在住者に対する町の支援について」の質問に対して、充

実した生活を送れるよう県の多文化共生環境整備事業で町も協議会を設置し支援を行

うと答弁された。外国人が日本で生活するときに最も必要なのは「言葉（活字）」で

ある。会話もさることながら見える情報としての言葉もそこに住むことの安心感を与

えるものである。しかしながら今の大津町内の看板や案内についての日本語以外の表

記はあまり見かけないのが事実である。 

 先日、飲食店経営者から、メニュー表に中国語を入れたいが役場から支援などない

かと聞かれた。商業観光課からは、課も商工会や観光協会も中国語表記の手伝いなど

は実施していないとのことだった。イオンでは早くから多言語表記を見かけていたが

５月に入り店内のアナウンスも日本語と並行して中国語が流れている。 

 海外から異動してきた方だけでなく、観光やビジネスなどの短期旅行でも安心して

大津町で生活してもらえるように多言語表記など見える化を行政からも支援すべきで

はないか。 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 ９ 番 

通告者  三宮 美香 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

３ これからの図書館の考え

方について 

 

 

 

 

４ 免許返納の特典について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 給食費の無償化について 

 近年、図書館に対する考え方が変化してきている。これまで単に本を借りる場所だ 

ったものが、様々な町内外の情報発信と受信の拠点として、また多文化サービススペ 

ースとしての活用など、様々な住民のニーズに応える図書館に変化していくことが求 

められている。大津町は多様な住民ニーズに応えるための図書館実現へ向けて、今ど 

う考えているのか。 

 

 高齢ドライバーの交通事故のニュースには心が痛む。高齢化に伴い安全に運転する 

能力が低下していくこともそれらの事故の原因であるが、買い物などの日常生活では 

車が無いと不便だという事で運転免許返納をためらっている住民もいる。 

 大津町も高齢者の増加に伴いこれから免許返納者もふえていくのではないかと想定 

される。他の自治体は免許返納時にいくつかの特典があるが大津町ではそれが無く、 

高齢者やその家族から大津町は残念だという声を聞く。今までも同僚議員から質問が 

出ていたが、入り口だけ制度化してもインセンティブにならないと答弁されている。 

しかし、入り口を整えることが高齢者の免許返納のきっかけにもつながり、ひいては 

大津町内の交通安全などの効果があると思うがどう考えるか。 

 

給食費の無償化については今までも同僚議員から質問があったが、大津町としては 

無償化の考えはない答弁であった。 

 しかし、熊本県内では子育て支援策として６自治体が今年度から無償化へ動き出し 

ている。もちろん人口減少対策でもあるが、人口増加し続けている県外の自治体でも 

段階的に給食費を無償化にする動きがある。 

 昨今の社会情勢の影響で光熱費、日用品、食品に至っては再値上げも想定されてお 

り、これでは結婚して子育てしようという気持ちになれない若者も増えるのではない 

か。 

 大津町が若い人たちに選ばれていく町になるために、また、今、子育てをしている 

世代のためにもまずは給食費の無償化の考えはないか。 

町  長 

 教 育 長 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 １０ 番 

通告者  西川 秀貢 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 本町で創業又は創業を考

えている事業所に対する

支援について 

 

２ 人材開発支援助成金を活

用した研修派遣事業等を

本町のニーズにあった事

業、企画に変えるべき 

 前回の質問で、事業者に寄り添った伴奏型の支援を商工会等連携しながら行ってい 

く、と言う答えであったが、今がその時期ではないか。 

 

 

ＴＳＭＣの進出により、本町の企業、事業所も生き残りをかけ、それぞれに人材育 

成をしている。せっかくこういった制度があるにも関わらず、中々利用が少ない。前

回の質問で、町独自の企画が出来ないか検討する、と言う答えであったが、今がその

時期ではないか。 

町  長 

 

 

 

町  長 
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一般質問通告書 
通告順番 １１ 番 

通告者  永田 和彦 議員 

 
質問事項 質問の要旨 質問の相手 

１ 正しい長の専決処分の在

り方について 

 

 

 

 

２ 工業団地整備の進め方に

ついて 

（１）３月２０日に指定管理者が見込むことができない「賃貸借物件」と「手数料」

があると町当局が認識した時点で、臨時議会の用意をしなければならない事実

と、煮え切れない判断の甘さで３月３１日に全員協議会を開き、議員全体の前

で専決処分をさせて下さいと地方自治法に則らない事実。 

 

 

（１）国家プロジェクトの流れからして他の自治体は県主導であるのに対し、なぜ大

津町が独自に取り組み開発しなければならないのか。 

（２）県主導型と町主導型での誘致の在り方にも影響は必至で、県に問い合わせる企

業をわざわざ町に紹介はしないだろう。町長に企業誘致戦略は存在するのか。 

  

町  長 

 

 

 

 

 

町  長 

 

 

 

 

 

 

 


